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1.研修の内容

大会では、留学や国際共修に関する8テー マを設定し、講演と、分科会方式のワーク
ショップ、セッションが展開された。報告者は、以下のワークショップ、セッションに
参加した。どれも役立つ内容であったが、特に役立ったものに＊をつけた。
7/20 

0900,..,._,1200 ＊ワークショップ A 「留学交流とメンタルヘルス」
1400,..,._,1600 特別セッション I 「国際教育のプロの人的ネットワークの再構築を」

7/21 

0900,..,._,1020 ＊セッション 5「海外派遣留学の危機管理」
1200,..,._,1300 特別イベント「ターンイットイン ・ ジャパンの製品説明」
1300,..,._,1500 特別セッション II 「大学の国際化促進フォ ーラム」報告
1510,..,._,1630 セッション 11「留学・国際プログラムの アセスメント •PDCA ・ 教育的

介入 ーBEVI利用大学の事例紹介ー 」

書ききれないほどの貴重な情報をメモしてあるが、紙幅の関係上、ここでは、＊の項
目について、概要を報告する。
＊留学交流とメンタルヘルス
0事前課題：留学生の受入と派遣各2ケース計4ケースに関する質問に答える。
0講師レクチャー

● 受入（留学生支援）大西晶子氏（東京大学 相談支援研究開発センター 教授）
・留学生センターがなくなり、インクルー ジョンヘ流れている。ただ、インクルー ジョ
ンに移行できず、そのままサポートがなくなるだけというケ ースが懸念される。
・ 留学生のメンタルヘルスの要因は複合的で、アセスメント、マニュアル化がしにくい。
．危機介入とともに、危機以前のことに対応する必要がある。

・大学の責任が大きくなりがちである。
・メンタルヘルスに対する社会的認識は、国・地域により異なる。学生の出身（国・地

域 ・ 協定校）によって、もともと受けていたサポー トも違う。派遣元が現状よりサポー

ティプなら学生は自ら支援を求めるが、そうでなければ求めない。したがって、学生が
支援を求めるところから始まる現在のモデルはやや問題がある。

・ 学生叫派遣元と等価の支援継網を求める。留学を決める前に派遣元大学で受けられる
サポー トが全部受けられるわけではないという情報を出しておく。派遣元がサポーティ
ブである場合は、なおさらのことである。
・ 緊急連絡先の把握を徹底する。

● 派遣（協定）小島奈々恵氏（東北大学 学生相談•特別支援センター 講師）
・派遣前の学生は、不安とワクワクで興奮状態であることを踏まえ、その中でもしつか
り事前に伝えること。

1海外は安全ではないこと
2留学が全うできない可能性もあること
3途中帰国の捉え方（途中帰国＝失敗ではない）
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